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１．作問にあたって 
 

 （１）学習指導要領に示されている社会科の目標および内容の、基礎的・基本的な事項について、  

    いかに生徒に定着しているかを、観点別に調査・診断することを意図して問題を作成した。 

 

 （２）作問は、本市使用の教科書を中心に行った。 

 

 （３）出題の傾向 

   ◎第１学年は、平成 24 年度に告示された学習指導要領に示されているもののうち、本年度４ 

    月から 10 月までの学習内容について出題した。 

   ◎第２学年は、平成 24 年度に告示された学習指導要領に示されているもののうち、前年度11 

    月から本年度 10 月までの学習内容について出題した。 

   ◎第３学年は、平成 24 年度に告示された学習指導要領に示されているもののうち、前年度11 

    月から本年度 10 月までの学習内容について出題した。 

 
    なお、出題範囲の決定にあたり、各学校より提出された学習指導に関するアンケート調査の 
   集計結果を参考にした 
 
  ＜誤答分析の表記について＞ 
   「考察」について、80％以上を「十分」、60～79％を「一応」、35～59％を「やや不十分」、34％

以下を「不十分」の言葉を用いて表記した。また、各問題の観点・内容にあわせた文章を作成

し、特別な間違いについても記述した 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

社 会
Ⅰ 作成方針と構成

社会－ 2

問題用紙 写真・地図の所蔵・提供（掲載順） 

十日町市博物館／唐招提寺／東大寺／東京大学史料編纂所／正倉院宝物殿／中尊寺／公益財団法 
人美術院／dpa 時事通信フォト／AFP=時事／Tyler Olson／時事通信フォト／EPA=時事／ルーブ 
ル美術館／神戸市立博物館／東京国立博物館／米沢市上杉博物館／建仁寺／Grandlarsonny 
images／朝日新聞／津田塾大学津田梅子資料室／原敬記念館／Google ストリートビュー 

社会－   2
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２．出題のねらい  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 

 

問 

１ 

●人類の出現と文明のおこり 
  
・人類の出現と文明のおこりについて、

資料を活用し、正しく理解しているか
をみることをねらいとしている。 

 

●中世の日本と社会の変化 
  
・鎌倉時代後期から室町時代の政治的・

文化的・経済的変化やできごとについ
て正しく判断し、適切に資料を選択し、
理解しているかをみることをねらいと
している。 

●日本国憲法と基本的人権 
  
・人権を尊重する日本国憲法に関して、憲

法の三つの基本原則や、さまざまな基本
的人権、新しい人権、国民の義務などに
ついて資料を活用し、正しく理解している
かをみることをねらいとしている。 

  

問 

２ 

●古代の日本 
  
・大陸の文物や制度を積極的に取り入れな

がら国家の仕組みが整えられ、その後、
天皇や貴族の政治が展開したことについ
て、資料を活用し、適切に判断し、正しく
理解しているかをみることをねらいとしてい
る。 

●中世の世界のできごと 
  
・中世の世界のできごとについて正しく

理解しているかを問う。また、中世の
世界と日本の歴史の関連について正し
く判断できるかをみることをねらいと
している。 

●私たちの暮らしと民主政治
  
・私たちの暮らしと民主政治に関して、

法律が成立するまで、現在の衆議院議
員選挙制度、内閣の仕事などについて
資料を活用し、正しく判断し、理解し
ているかをみることをねらいとしてい
る。 

  

問 

３ 

●武家政治の成立とその広がり 
  
・武家政権の成立とその後の武家社会の展

開について、資料を活用し、正しく理解し
ているかをみることをねらいとしている。 

●近世の政治と社会 
  
・信長や秀吉の政治・外交、江戸幕府成

立から幕府の改革までの大まかな流れ
を理解しているかをみることをねらい
としている。 

●司法権の独立と裁判 
   
・司法権の独立と裁判に関して、民事裁

判、司法制度の改革、三権分立の仕組
みなどについて資料を活用し、正しく
判断し、理解しているかをみることを
ねらいとしている。 

  
問 

４ 

●原始から古代までの人々の生活 
  
・原始から古代までの人々の生活がどのよう

に変化しているのか、また各時代の文化
について、資料を活用し、正しく理解し、
適切に判断できているかをみることをねら
いとしている。 

●近代の日本と世界 
  
・欧米諸国で近代化が進み、その影響が日

本にも及んだことを理解しているかをみるこ
とをねらいとしている｡ また、開国から江
戸幕府滅亡までの大まかな流れを理解し
ているかをみることをねらいとしている。 

●明治時代の日本 
  
・明治時代の日本の政治・国際情勢・産

業について、正しく理解しているかを
みることをねらいとしている。 

  

問 

５ 

●世界の地域構成 
   
・世界の地域構成に関して、緯度と経度、

大洋と海洋の分布、主な国々の名称と
位置などについて、資料を活用し、正
しく判断し、理解しているかをみるこ
とをねらいとしている。 

●北アメリカ州と南アメリカ州 
   
・北アメリカ州と南アメリカ州の地域的特色に

ついて、自然環境や産業の視点で資料を
活用し、正しく判断し、理解しているかを
みることをねらいとしている。また、時差の
計算について、正しく理解しているかをみ
ることをねらいとしている。 

●第一次世界大戦の背景と影響 
   
・第一次世界大戦の背景とその影響やそ

のころの日本の政治・文化について、
正しく判断し、適切に考察し、理解し
ているかをみることをねらいとしてい
る。 

 

問 

６ 

●世界各地の人々の生活と環境 
    
・世界各地の人々の生活と環境に関して､

世界各地における人々の生活の様子と
その変容について、自然及び社会的条
件と関連付けて資料を活用し、正しく
判断し、理解しているかをみることを
ねらいとしている。 

●オセアニア州の地域的特色 
    
・オセアニア州の地域的特色について、自

然環境や産業の視点で資料を活用し、正
しく判断し、理解しているかをみることをね
らいとしている。 

●第二次世界大戦までの国際関係 
    
・第二次世界大戦までの国際関係や日本

でのできごとについて、正しく理解し
ているかをみることをねらいとしてい
る。 

 

問 

７ 

●アジア州に暮らす人々 
  
・世界の諸地域に関して、アジア州に暮

らす人々の生活の様子を的確に把握で
きる地理的事象を取り上げ、地域的特
色について、資料を活用し、正しく判
断し、理解しているかをみることをね
らいとしている。 

●日本の姿と地形 
  
・日本の姿と地形について、略地図と地

形図を読み取り、正しく判断し、理解
しているかをみることをねらいとして
いる。 

●第二次世界大戦後の日本 
  
・第二次世界大戦後の日本のようすや国

際社会について、正しく判断し、適切
に考察し、理解しているかをみること
をねらいとしている。 

 

問 

 

８ 

●ヨーロッパ州に暮らす人々 
   
・世界の諸地域に関して、ヨーロッパ州

に暮らす人々の生活の様子を的確に把
握できる地理的事象を取り上げ、地域
的特色について、資料を活用し、正し
く判断し、理解しているかをみること
をねらいとしている。 

●世界と比べた日本の地域的特色 
   
・世界と比べた日本の地域的特色につい

て、資料を読み取り、正しく判断し、
理解しているかをみることをねらいと
している。 

●中部地方の地域的特色 
  
・中部地方に関して、地域でさかんな農

業や工業などの産業について資料を活
用し、正しく判断しているかをみるこ
とをねらいとしている。 

 

問 

 

９ 

●アフリカ州に暮らす人々 
  
・世界の諸地域に関して、アフリカ州に暮ら

す人々の生活の様子を的確に把握できる
地理的事象を取り上げ、地域的特色につ
いて、資料を活用し、正しく判断し、理解
しているかをみることをねらいとしている。 

●九州地方と北海道地方の地域的特色
  
・九州地方と北海道地方の地域的特色につ

いて、自然環境と歴史的背景の視点で資
料を活用し、正しく判断し、理解している
かをみることをねらいとしている。 

●中国・四国地方の地域的特色 
  
・中国・四国地方に関して、地域の農業

の特色や雨温図の特徴を読み取り、交通
網の整備による他地域との結びつきの変
化について、資料を活用し、正しく判断
し、理解しているかをみることをねらいとし
ている。

 

問 

10 

  ●地形図を正しく読み取る 
  
・地形図に関して、地図記号、方位、縮

尺、地域的特色などについて、資料を
活用し、正しく判断し、理解している
かをみることをねらいとしている。

 
社会－ 3社会－   3
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１．小問別の問題内容と結果正答率【社会 第１学年】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅱ 第１学年の結果と分析

 

趣旨

大問 小問
知
・
技

思
・
判
・
表

ア ○ ○ ◎ 人類の出現について、正しく理解しているかを問う。 86 2

イ ○ ○ ◎ エジプト文明の特色について、正しく理解しているかを問う。 59 0

ウ ○ ◎ メソポタミア文明の特色について、正しく理解しているかを問う。 50 2

エ ○ ○ ◎ インダス文明の特色について、正しく理解しているかを問う。 32 1

オ ○ ○ ◎ 古代の中国について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 39 0

ア ○ ◎ ○ 弥生時代の生活について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 59 0

イ ○ ○ ◎ 縄文時代の生活について、資料を適切に選択できるかを問う。 85 0

ウ ○ ◎ 渡来人について、正しく理解しているかを問う。 62 14

エ ○ ◎ ○ 日本の原始から古代までの流れについて、正しく判断しているかを問う。 63 0

ア ○ ◎ 大化の改新について、正しく理解しているかを問う。 83 1

イ ○ ◎ ○ 律令制度の下での貴族や農民のくらしについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 44 0

ウ ○ ◎ 平安京へ遷都した人物について、正しく理解しているかを問う。 34 0

エ ○ ◎ ○ 藤原氏と平氏の政治の共通点について、資料を読み取り、適切に表現する力を問う。 12 23

オ ○ ◎ ○ 日本の古代の流れについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 35 7

ア ○ ◎ ○ 封建制度のしくみについて、資料を適切に選択できるかを問う。 62 0

イ ○ ○ ◎ 鎌倉幕府のしくみについて、正しく理解しているかを問う。 56 0

ウ ○ ◎ ○ 承久の乱の影響について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 40 1

エ ○ ○ ◎ 御成敗式目の内容について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 13 37

ア ○ ◎ ○ 飛鳥時代の文化の特色について、正しく理解し、資料を適切に選択できるかを問う。 80 0

イ ○ ◎ 奈良時代の文化の特色について、正しく理解しているかを問う。 46 0

ウ ○ ◎ 平安時代の文化の特色について、正しく理解しているかを問う。 64 0

エ ○ ◎ ○ 鎌倉時代の宗教について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 71 1

ア ○ ◎ ○ 世界のおもな国の位置を正しく理解し、地図中から適切に選択できるかを問う。 65 2

イ ○ ○ ◎ 地図中の位置について、緯度・経度を正しく読み取る力を問う。 52 3

ウ ○ ◎ ○ 赤道について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 56 4

エ ○ ◎ ○ 目的に応じた地図の特徴について、正しく理解し、適切に読み取る力を問う。 65 2

オ ○ ◎ ○ 陸地と海洋について、地図上の位置を、資料から読み取り、正しく判断しているかを問う。 48 2

カ ○ ◎ 地図帳の使い方について、資料を適切に読み取る力を問う。 47 5

ア ○ ◎ ○ 標高の高い地域の伝統的な衣服を正しく理解し、資料を適切に選択できるかを問う。 72 0

イ ○ ◎ 暑い地域の雨温図について、資料を適切に読み取る力を問う。 82 0

ウ ○ ○ ◎ 寒い地域に住む人々の住居について、資料を適切に選択できるかを問う。 74 1

エ ○ ◎ イスラム教について、正しく理解しているかを問う。 67 1

オ ○ ◎ イタリアの食文化について、正しく理解しているかを問う。 84 1

カ ○ ◎ オアシスについて、正しく理解しているかを問う。 54 19

ア ○ ◎ アジア州の面積と人口について、資料を適切に読み取る力を問う。 55 2

イ ○ ◎ ○ アジア州の農業について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 61 2

ウ ○ ◎ ○ 中国の環境問題について、資料を読み取り、適切に表現する力を問う。 21 17

エ ○ ◎ ＡＳＥＡＮについて、正しく理解しているかを問う。 61 1

オ ○ ◎ ○ 原油の生産国と輸入について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 65 1

カ ○ ◎ 南アジアの輸出品について、資料を適切に読み取る力を問う。 61 1

ア ○ ◎ ヨーロッパ州の自然環境について、正しく理解しているかを問う。 62 0

イ ○ ○ ◎ ライン川の位置と名称について、正しく理解しているかを問う。 64 0

ウ ○ ○ ◎ 地中海性気候について、資料を適切に選択できるかを問う。 35 2

エ ○ ◎ ○ 自動車の生産と輸出入について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 67 1

オ ○ ◎ ○ ＥＵについて、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 67 3

カ ○ ◎ ○ ＥＵの工業と労働者の移動について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 74 3

ア ○ ◎ アフリカ州の地形について、正しく理解しているかを問う。 66 1

イ ○ ◎ アフリカ州の国境の歴史的背景について、正しく理解しているかを問う。 56 1

ウ ○ ○ ◎ アフリカ諸国の輸出品について、資料を適切に読み取る力を問う。 76 3

エ ○ ◎ ○ 南アフリカ共和国の輸出について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 64 5

◎…主たる観点

平均正答率

知識・技能 61.1

思考・判断・表現 55.3

世界の諸地域
（ヨーロッパ州）

６ 世界の地域構成

７
世界各地の人々の
生活と環境

世界の諸地域
（アジア州）

８

出題のねらい 正答率(%)

無
答
率

５ 古代・中世の文化

１０
世界の諸地域
（アフリカ州）

問題番号
思
・
判
・
表

知
・
理

問題の内容

１
人類の出現と文明
のおこり

技

２ 原始～古代の日本

古代日本の政治３

４
武家政治の成立とそ
の広がり

９

社会－ 4

■社会１年（平成30年度）

趣旨

大問 小問
知
・
技

思
・
判
・
表

(ア) ○ ○ ◎ 人類の出現について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 33 0

(イ) ○ ◎ エジプト文明の特色について、正しく理解しているかを問う。 82 2

(ウ) ○ ○ ◎ メソポタミア文明がおこった場所について、正しく判断し、資料を適切に選択しているかを問う。 59 1

(エ) ○ ◎ 孔子と儒教の教えについて、正しく理解しているかを問う。 49 3

(オ) ○ ○ ◎ 秦の始皇帝について、正しく理解しているかを問う。 60 0

(ア) ○ ◎ 大仙古墳の位置について、資料から正しく選択しているかを問う。 72 1

(イ) ○ ◎ 聖徳太子の政治について、正しく理解しているかを問う。 86 1

(ウ) ○ ◎ ○ 大化の改新以前のできごとについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 60 0

(エ) ○ ○ ◎ 鑑真について、資料を活用し、正しく理解しているかを問う。 94 0

(オ) ○ ○ ◎ 藤原道長について、正しく判断し、資料を読み取り、適切に選択しているかを問う。 73 0

(カ) ○ ◎ ○ 古代の土地制度の流れについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 41 1

(ア) ○ ◎ 院政について、正しく理解しているかを問う。 28 22

(イ) ○ ◎ 平清盛が整備した港について、資料から正しく選択しているかを問う。 49 2

(ウ) ○ ○ ◎ 封建制度について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 49 0

(エ) ○ ◎ 後鳥羽上皇について、正しく理解しているかを問う。 55 0

(オ) ○ ◎ 北条氏の政治について、正しく理解しているかを問う。 59 1

(ア) ○ ◎ ○ 弥生時代の生活の特徴について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 32 1

(イ) ○ ◎ ○ 奈良時代の農民に逃亡者が多かった理由について、資料を読み取り、正しく表現しているかを問う。 35 6

(ウ) ○ ○ ◎ 東大寺について、資料を活用し、正しく理解しているかを問う。 79 0

(エ) ○ ◎ 平等院鳳凰堂について、資料を適切に選択しているかを問う。 45 0

(オ) ○ ◎ 鎌倉時代の特色について、正しく理解しているかを問う。 32 0

(カ) ○ ◎ ○ 鎌倉時代の文化について、資料を読み取り、適切に判断しているかを問う。 34 3

(ア) ○ ○ ◎ 陸地と海洋について、地球上の位置を資料から読み取り、正しく理解しているかを問う。 75 0

(イ) ○ ○ ◎ 世界のおもな国の位置と地域を資料から読み取り、正しく理解しているかを問う。 85 0

(ウ) ○ ○ ◎ 内陸国について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 89 1

(エ) ○ ○ ◎ 緯度・経度について、正しく判断し、資料を適切に読み取る力を問う。 31 0

(オ) ○ ◎ 世界のおもな都市の位置について、資料から読み取り、正しく判断しているかを問う。 65 1

(カ) ○ ◎ ○ 正距方位図法について、正しく理解し、適切に読み取る力を問う。 72 3

(ア) ○ ○ ◎ 標高の高い地域について、正しく判断し、資料を適切に選択しているかを問う。 37 13

(イ) ○ ◎ スコールについて、正しく理解しているかを問う。 51 14

(ウ) ○ ○ ◎ 暑い地域に住む人々の伝統的な住居について、正しく判断し、資料を適切に選択できるかを問う。 73 0

(エ) ○ ◎ イスラム教について、正しく理解しているかを問う。 71 0

(オ) ○ ◎ ○ 乾燥した地域について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 82 1

(カ) ○ ○ ◎ 寒い地域の伝統的な衣服について、正しく理解しているかを問う。 67 0

(キ) ○ ◎ ○ 世界の食文化について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 64 2

(ア) ○ ◎ ヒマラヤ山脈について、正しく理解しているかを問う。 66 0

(イ) ○ ◎ ○ アジア州の面積と人口について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 69 0

(ウ) ○ ◎ ○ アジア州の農業について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 76 0

(エ) ○ ◎ 中国の工業製品について、正しく理解しているかを問う。 78 0

(オ) ○ ◎ ○ 東南アジアの日本の企業数とタイの輸出品について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 85 1

(カ) ○ ◎ カースト制度について、正しく理解しているかを問う。 79 1

(キ) ○ ◎ ○ 原油の生産国と輸入について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 87 1

(ア) ○ ◎ ヨーロッパ州の自然環境について、正しく理解しているかを問う。 54 2

(イ) ○ ◎ ○ EU各国の航空機の生産過程について、資料を適切に読み取り、正しく表現しているかを問う。 52 14

(ウ) ○ ◎ ヨーロッパの農業について、資料を適切に読み取る力を問う。 85 2

(エ) ○ ○ ◎ EUについて、正しく理解しているかを問う。 35 1

(オ) ○ ◎ ○ ヨーロッパの言語と宗派の分布について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 83 3

(ア) ○ ◎ ○ アフリカ州の自然環境について、正しく理解し、資料を適切に選択しているかを問う。 67 3

(イ) ○ ◎ アフリカ州の主な使用言語とヨーロッパとの関わりについて、資料を適切に読み取る力を問う。 72 5

(ウ) ○ ◎ ○ アフリカ諸国の輸出品について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 65 7

◎…主たる観点

平均正答率

知識・技能 63.0

思考・判断・表現 60.0

８
世界の諸地域
（ヨーロッパ州）

９
世界の諸地域
（アフリカ州）

６
世界各地の人々
の生活と環境

７
世界の諸地域
（アジア州）

３
武家政治の成立
とその広がり

４
原始から古代まで
の人々の生活
古代・中世の文化

５ 世界の地域構成

正答率(%)
無
答
率

１
人類の出現と文
明のおこり

２ 古代の日本

問題番号 思
・
判
・
表

技
知
・
理

問題の内容 出題のねらい

社会－   4

１年
社会 知識・技能 63.0

思考・判断・表現 60.0

平均正答率（％）

１．小問別の問題内容と結果正答率【社会 第１学年】
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２．主な誤答と分析【社会 第１学年】 
 
（１）歴史的分野 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会－ 5

 

大
問

小問
正
答
率

無
答
率

主な誤答 (％) 授業改善への手だて

3 8

2 3

2 24

1 12

3 19

4 15

1 26

2 23

3 28

2 22

3 21

1 12

4 12

2 2

遣唐使

遣隋使

3 14

2 12

3 6

1 5

1 21

2 20

1 35

4 19

3 27

1 21

3 32

1 5

2 17

4 16

2 24

1 20

墾田永年私財法

十七条の憲法

1 8

4 7

3 22

4 19

1 15

2 12

1 14

2 10

正答

(ウ)  渡来人

(ウ) 50

0

１

　（エ）では、インダス文明の建築物や文化について

の理解が不十分であった。四大文明の位置とそこで

起こった文化や技術を混同している傾向があった。

地図を使ってそれぞれの地域の特色をまとめていく

必要がある。

　（オ）では、古代の中国について秦の始皇帝と関

係のあるものについて資料からの読み取りが不十分

であった。最初の国であった殷や地理的分野で取り

上げた漢と勘違いしている生徒がいたと推測でき

る。写真や資料を授業で随時扱い、関係する資料

から読み取る授業の工夫が必要である。

(ア)  ２ 59 0

 １

 ３

 ２

59 0

86 2(ア)

(イ)

2

(エ)  ４ 32 1

(オ)  １ 39

２

　（ア）では、生活の様子についての判断がや
や不十分であった。文章から弥生時代の特色を
表している語句を正しく判断することが難しかっ
た生徒が多かったようである。
　（ウ）は遣隋使や遣唐使と混同している生徒が
いたが、日本と東アジア諸国との関係を時代や
年代ごとの特色に視点を当てて理解させる必要
がある。

(ア)  ２ 83 1

(イ)  ３ 85 0

62 14

(エ)  ４ 63 0

　（ウ）では、平安京へ遷都した人物についての
理解が不十分であった。桓武天皇については
政策とともに理解する必要がある。（エ）では、藤
原氏と平氏の共通点について、資料を読み取
り、適切に表現することが不十分であった。「きさ
き」の意味や孫の語句の使い方が難解であった
ようで、表現したいことと語句の使い方がうまく文
章で表現できなかった。（オ）では、古代の流れ
について、時代の経年変化の判断がやや不十
分であった。年表でそれぞれの出来事をまとめ、
その時代にあった政策を関連付ける必要があ
る。

44 0

自分の孫を天皇のきさきにした、
娘を天皇のきさきにして孫も生ま
せた

1

４

(ア)  ４ 62 0
　（ウ）では、承久の乱の影響についての理解がや

や不十分であった。政治の実権が京都から東国へ

と移り変わりを見せる中で院政と北条氏の政治がぶ

つかり、北条氏が実権を握る過程を理解させる必要

がある。（エ）では、資料の読み取りのみの判断で墾

田永年私財法と勘違いしている生徒が多かった。ま

た無答が多く、資料を難しく読み過ぎたようである。

源氏が途絶えた後の北条氏の政治の流れを認識さ

せる必要がある。

(イ)  １ 56 0

(ウ)  ３ 40 1

(エ)

　古代の文化については正答率が比較的高
かった。（イ）では、奈良時代の文化の特色につ
いて、その時代を表す語句の理解がやや不十
分であった。古代の文化の中でも奈良時代から
平安時代の文化についてもう一度その特色を理
解し、それぞれの時代背景をとらえた上で把握
する必要がある。

(イ)  １ 46 0

(ウ)  ３ 64 0

(エ)  ４ 71

５

(ア)  ２ 80 0

 ２ 35 7

３

 御成敗式目 13 37

(イ)  ４

12 23

(オ)

(ウ)  ３ 34 0

(エ)
娘を天皇のきさきにし、孫を次
の天皇にして権力を握った。

社会－   5

大
問

小
問

正答
正
答
率

無
答
率

主な誤答 （％） 授業改善への手立て

3 44
1 20
3 6
1 5
3 23
1 9
4 22
2 17
1 30
2 5
2 14
1 7
1 7
4 6
3 15
4 15
1 5
3 1
1 11
4 10
1 31
4 16

摂関政治 22

武家政治 7

4 38

3 8

3 31

2 14

1 19

2 17

3 17

0 14

2 45
3 14

2 10
1 9
4 29
1 18
1 29
4 25
2 40
3 20

農民は負担が重く、苦
しかった。

　全体的に理解がやや不十分な問題が多い結果と
なった。特に(ア)の院政についての理解が28％と
不十分であった。摂関政治と解答する生徒が22％
と多いため、各時代の政治について人物などの違
いを明らかにしながら授業を行う必要がある。
　(エ)の後鳥羽上皇や北条氏の政治について、理
解しているかを問う問題では半数以上が解答でき
ているが、(イ)の神戸の港について、資料を正し
く読みとることや、(ウ)の御恩と奉公の関係につ
いて、資料を読み取り、理解することが、どちら
も49％とやや不十分である。誤答も多いため、日
々の授業の中で、資料の読み取りや複数の資料を
比較・関連させる活動を通して、確実に理解を深
めていくことが重要である。

　４

　２

2

0

94 0

　３ 60

　人類の出現と文明のおこりについて、(イ)のエ
ジプト文明の特色についての理解が十分できてい｡
(ウ)の文明の場所について考え、資料を読み取る
ことが正答率59％とやや不十分であった。
　(ア)の人類の出現について、資料を読み取り、
理解しているかを問う問題では、誤答率が正答率
を上回るなど、理解が不十分である。日々の授業
では、資料の活用などを通し、生活技術の発達に
ついて理解を深める必要がある。

　３ 72 1
　(イ)の聖徳太子の政治や(エ)の鑑真について、
小学校での既習事項でもあるため、その理解が十
分できている。しかし、(カ)の古代の土地制度の
流れについて、知識をもとに正しい判断をする問
題がやや不十分であった。
　並び替えの問題に苦手意識を持っている生徒が
多いため、日々の授業の中で、各時代の特色を他
の時代と比較したり、関連付けたりすることで歴
史の大きな流れを理解させることが重要である。

　(ウ)の東大寺について、資料を読み取り、理解
しているかの問題の正答率が79％と一応できてい
る。しかし、(ア)の弥生時代の生活について、知
識をもとに正しい判断をする問題や、(オ)の鎌倉
時代の特色についての理解が正答率32％と不十分
であった。また、(イ)の論述問題では、無答率が
６％と少ないが、複数の資料を読み取り、自分の
言葉で表現する力が不十分であった。文化につい
ては、全体的に正答率が低い結果となった。授業
では、語句の暗記になりがちであるが、各時代の
特色や時代背景、他の時代との比較を通して、理
解の定着を高めていくことが重要である。

1 ウ 59 1

49エ 　１

ア

オ

3

33 0

イ 　２ 82

86 1

49 2

ウ 　１ 60 0

エ 　２

73 0

カ 　２ 41 1

49 0

ア 　院政 28 22

イ 　２

79 0

エ 　４ 55 0

オ 　１ 59 1

32 1

イ

農民の税負担が
重く、農民の生
活が苦しかった

35 6

45 0

34 3カ 　４

オ 　３ 32 0

4 ウ 　３

2

オ 　３

ア

エ 　２

　４

ウ 　１

イ 　２

3

ア
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社会－   6

大
問

小問
正
答
率

無
答
率

主な誤答 (％) 授業改善への手だて

１ 16

２ 6

４ 8

２ 6

３ 6

１・４ 2

４ 46

１ 12

２ 22

３・４ 6

３ 12

１ 11

２ 28

３ 16

モンスーン 10

ハリケーン 3

３ 15

４ 10

３ 14

２ 13

３ 7

１ 6

１ 23

４ 8

３ 14

４ 12

３ 19

４ 9

１ 21

４ 6

２ 14

１ 7

４ 10

３ 7

１ 6

２・３ 4

４ 8

３ 7

２ 7

３ 5

４ 20

２ 13

３ 8

１ 3

１ 31

３ 18

１ 6

２ 5

３ 12

２・４ 9

３ 10

１ 7

３ 14

１ 10

正答

５

(ア) 　４ 75 0
　世界の地域構成についての問題は、(イ)、(ウ)
について十分な理解がみられた。しかし、(エ)の
緯度・経度を読み取る問題では、正答率が31％と
不十分であった。緯度と経度の意味を理解するだ
けでなく、赤道、本初子午線と日付変更線の位置
を地図帳や地球儀を使って内容の理解に努めるこ
とが大切である。また、各諸地域学習の中で、緯
度と経度を読み取る時間を設定し、繰り返し学習
することが必要である。

(イ) 　３ 85 0

(オ) 　１ 65 1

(カ) 　２ 72 3

(ウ) 　２ 89 1

(エ) 　３ 31 0

(ア) 　４ 37 13

(イ) 　スコール 51 14

0

(エ) 　４ 71 0

(キ) 　２ 64 2

(オ) 　２ 82 1

(カ) 　３ 67 0

(ウ) 　１ 73

(ア) 　１ 66 0

(エ) 　２ 78 0

(オ) 　４ 85 1

(イ) 　３ 69 0

(ウ) 　３ 76 0

(ア) 　１ 54 2

(イ)

（EU各国は）航空
機の部品を分担し
て生産し、フランス
で組み立て作業を
行っている。

52 14

(カ) 　１ 79 1

(キ) 　４ 87 1

35 1

(イ) 　４ 72 5

(ウ) 　２ 65 7

６

　世界各地の人々の生活と環境についての問題は､
(オ)について十分な理解がみられた。世界各地の
地形や気候との関わりから雨温図を正しく読み取
っていることがわかった。しかし、(ア)のアルパ
カの様子がみられる地域を選択する問題では、正
答率が37％とやや不十分である。標高が高い地域
において、アルパカの毛を衣服にしたり、食用と
しても利用されていることからその関係性を理解
させたい。また、(イ)のスコールを答えさせる問
題では、正答率が51％とやや不十分である。説明
文の中に風という言葉が入っていたこともあり、
モンスーンやハリケーンなどの誤答が多かった。
語句の意味を確認するだけでなく、それぞれの特
徴を掴むことが大切である。

７

９

８

　世界の諸地域アジア州についての問題は、全体
的に一応の理解はみられた。(オ)、(キ)の問題に
ついては、資料を的確に読み取り、正しい語句を
選択していたので、十分な理解がみられた。しか
し、(ア)のヒマラヤ山脈を選択する問題では、19
％がアルプス山脈を選択していたので、アジア州
の地形の特徴を文章で覚えるだけでなく、教科書
や地図帳と照らし合わせることによって、位置を
確認させたい。

　世界の諸地域ヨーロッパ州についての問題は、
(ア)、(イ)、(エ)については、やや不十分である｡
(イ)については、指定された語句を使用している
が、フランスで完成していることをふれていなか
った。また、部品を分担することと、フランスで
組み立てていることを文章でうまくつなげること
ができていなかった。ＥＵの工業の特徴や加盟国
同士の関わりなどを資料を通して理解させたい。
(エ)については、ＥＵに加盟することの利点をイ
ラストや資料を交えながら確認させることが大切
である。

　世界の諸地域アフリカ州についての問題は、全
体的に一応の理解がみられた。しかし、(ウ)につ
いては、モノカルチャー経済の意味が理解できて
いない傾向があるので、輸出品をグラフで確認し､
その課題を考えさせることが大切である。

　部品を分担して生産
して、組み立て作業を
行っている。

(オ) 　３ 83 3

(ア) 　１ 67 3

(ウ) 　２ 85 2

(エ) 　４

（２）地理的分野



35

 
 
 
１．小問別の問題内容と結果正答率【社会 第２学年】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会－ 7

Ⅲ 第２学年の結果と分析

大問 小問

（ア） ◎ ○ 元寇後の社会の様子について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 57 1

（イ） ◎ 後醍醐天皇について、正しく理解しているかを問う。 65 0

（ウ） ○ ◎ 室町幕府のしくみについて、資料から適切に選択する力を問う。 39 0

（エ） ○ ◎ 日明貿易の内容について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 52 1

（オ） ◎ ○ 室町時代の商業のしくみについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 37 1

（カ） ◎ ○ 応仁の乱の様子について、資料から適切に選択する力を問う。 36 1

（キ） ◎ 山城の国一揆について、正しく理解しているかを問う。 24 1

（ア） ◎ ○ バスコ＝ダ＝ガマの航路について、資料を活用し、適切に判断しているかを問う。 47 1

（イ） ○ ◎ 織田信長の政策について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 69 1

（ウ） ◎ ○ 大阪城の場所について、資料から適切に選択する力を問う。 63 1

（エ） ○ ◎ 豊臣秀吉の太閤検地について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 74 1

（オ） ○ ◎ 桃山文化について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 57 1

（ア） ○ ◎ 武家諸法度について、正しく理解しているかを問う。 63 1

（イ） ◎ ○ 参勤交代が大名に与えた影響について、資料を活用し、適切に表現できるかを問う。 24 27

（ウ） ◎ ○ 江戸幕府の外交政策の転換について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 38 1

（エ） ◎ ○ 元禄文化の特色について、資料から適切に選択する力を問う。 57 1

（オ） ◎ 享保の改革について、正しく理解しているかを問う。 50 1

（ア） ◎ ○ 近代のフランスの様子について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 41 1

（イ） ○ ◎ 資本主義と社会主義について、資料を活用し、正しく理解しているかを問う。 53 1

（ウ） ◎ ○ 幕末の経済の様子について、資料を活用し、正しく判断しているかを問う。 75 1

（エ） ◎ ○ 幕末に起こったできごとについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 32 1

（オ） ◎ 大政奉還の様子から徳川慶喜について、正しく理解しているかを問う。 70 1

（ア） ◎ ○ 北アメリカ州の地形について、正しく判断し理解しているかを問う。 71 1

（イ） ○ ◎ アメリカの人種構成について、正しく理解しているかを問う。 43 1

（ウ） ◎ ○ 時差について、正しく計算をして答えを出すことができるかを問う。 47 2

（エ） ◎ アメリカの農業について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 79 1

（ア） ◎ 南アメリカ州の地形について、正しく理解しているかを問う。 40 1

（イ） ◎ ○ 南アメリカ州の産業の変化について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 82 1

（ウ） ◎ ○ 南アメリカ州の自然環境について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 31 1

（エ） ◎ ○ オセアニア州の気候について、雨温図を適切に読み取り、正しく判断しているかを問う。 39 1

（オ） ◎ ○ オセアニア州の産業の変化について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 72 1

（ア） ◎ 日本の領土の範囲について、正しく理解しているかを問う。 59 1

（イ） ◎ 日本の領土について、正しく理解しているかを問う。 58 1

（ウ） ◎ ○ 排他的経済水域の範囲について、正しく理解しているかを問う。 64 1

（エ） ◎ ○ 日本の土地利用について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 80 1

（オ） ○ ◎ 都道府県や県庁所在地の位置について、正しく理解しているかを問う。 41 2

（ア） ◎ 世界の地形について、正しく理解しているかを問う。 53 19

（イ） ◎ ○ 世界と日本の河川について、複数の資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 53 19

（ウ） ◎ ○ 世界の人口について、資料から適切に選択する力を問う。 60 2

（エ） ◎ ○ 日本の電力構成の変化について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 69 2

（オ） ◎ ○ 日本の林業について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 71 2

（カ） ◎ ○ 日本の漁業について、資料から適切に選択する力を問う。 53 3

（ア） ◎ 九州地方の位置について、正しく理解しているかを問う。 67 2

（イ） ◎ 九州地方の地形について、正しく理解しているかを問う。 66 2

（ウ） ◎ ○
沖縄県と東アジア諸国との位置関係について、資料から読み取り、適切に選択する力を問

う。
77 3

（エ） ◎ ○ 沖縄県の雨温図について、資料から適切に選択する力を問う。 70 3

（オ） ○ ◎ 四国・中国地方の変化について、正しく理解しているかを問う。 63 3

（カ） ◎ ○ 四国地方の農業について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 72 4

（キ） ◎ 広島県の世界遺産について、正しく理解しているかを問う。 79 4

（ク） ○ ◎ 四国・中国地方の交通網の発達について、資料から読み取り、適切に選択する力を問う。 68 4

出題のねらい 正答率(%)
無
答
率

9

8

7

6

2

1

3

問題番号
思
・
判
・
表

技
知
・
理

問題の内容

4

5

社会－   7

■社会２年（平成30年度）

趣旨

大問 小問
知
・
技

思
・
判
・
表

(ア) ○ ○ ◎ 元寇から鎌倉時代滅亡までの流れについて、適切に判断し、正しく理解しているかを問う。 59 1

(イ) ○ ○ ◎ 建武の新政の内容について、適切に判断し、正しく理解しているかを問う。 47 1

(ウ) ○ ○ ◎ 室町幕府のしくみについて、資料を適切に読み取り、選択する力を問う。 37 1

(エ) ○ ○ ◎ 室町時代の周辺諸国のようすについて、正しく理解しているかを問う。 19 1

(オ) ○ ◎ 室町時代の産業の発達について、正しく理解しているかを問う。 64 1

(カ) ○ ○ ◎ 分国法について、資料を適切に読み取り、選択する力を問う。 24 1

(キ) ○ ○ ◎ 室町文化について、資料を適切に読み取り、選択する力を問う。 39 1

(ア) ○ ◎ 十字軍について、正しく理解しているかを問う。 44 25

(イ) ○ ◎ ○ ルネサンスについて正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 53 1

(ウ) ○ ◎ 大航海時代について、正しく理解しているかを問う。 66 1

(エ) ○ ○ ◎ 南蛮貿易について、適切に判断し、正しく理解しているかを問う。 58 1

(ア) ○ ○ ◎ 織田信長について、適切に判断し、正しく理解しているかを問う。 81 1

(イ) ○ ◎ 幕藩体制の内容について、正しく理解しているかを問う。 74 1

(ウ) ○ ◎ 徳川綱吉の政治について、正しく理解しているかを問う。 69 1

(エ) ○ ○ ◎ 田沼意次の政治について、適切に判断し、正しく理解しているかを問う。 56 1

(オ) ○ ○ ◎ 化政文化について、資料を適切に読み取り、選択する力を問う。 56 1

(カ) ○ ◎ ○ 江戸幕府の外交政策について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 60 1

(ア) ○ ○ ◎ イギリスの市民革命について、適切に判断し、正しく理解しているかを問う。 41 1

(イ) ○ ◎ ○ 産業革命期の社会問題について、資料を読み取り、正しく表現しているかを問う。 17 15

(ウ) ○ ○ ◎ 外国船打払令の内容について、適切に判断し、正しく理解しているかを問う。 73 1

(エ) ○ ○ ◎ 日米和親条約の内容について、適切に判断し、正しく理解しているかを問う。 62 1

(オ) ○ ◎ ○ 幕末の歴史の流れを正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 43 1

(ア) ○ ◎ ○ 時差の計算について、正しく理解し、計算できるかを問う。 52 2

(イ) ○ ◎ ○ 北アメリカ州の移民と人種・民族構成について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 37 1

(ウ) ○ ◎ ○ 北アメリカ州の農業の特色について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 78 1

(エ) ○ ◎ 北アメリカ州の貿易の特色について、資料を適切に読み取る力を問う。 86 1

(オ) ○ ◎ ○ 南アメリカ州の鉱産資源について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 32 1

(カ) ○ ◎ 南アメリカ州の環境問題について、正しく理解しているかを問う。 90 1

(キ) ○ ◎ ○ 北アメリカ州と南アメリカ州の気候について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 21 1

(ア) ○ ◎ オセアニア州の気候と人口の関係について、資料を適切に読み取る力を問う。 78 1

(イ) ○ ◎ オーストラリアの貿易相手国の変化について、資料を適切に読み取る力を問う。 70 2

(ウ) ○ ◎ ○ オセアニア州の位置と農業の関係について、資料を読み取り、正しく表現しているかを問う。 38 22

(ア) ○ ◎ 日本の領土について、正しく理解しているかを問う。 74 1

(イ) ○ ◎ 排他的経済水域について、正しく理解しているかを問う。 79 1

(ウ) ○ ◎ ○ 都道府県や地方の位置について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 82 1

(エ) ○ ◎ ○ 方位・等高線・縮尺について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 49 2

(オ) ○ ◎ ○ 地図記号について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 81 2

(ア) ○ ◎ 日本の地形について、資料を読み取り、適切に選択できるかを問う。 73 2

(イ) ○ ○ ◎ 日本の気象災害について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 43 2

(ウ) ○ ◎ ○ 日本の人口の変化について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 84 2

(エ) ○ ◎ ○ 世界の電力構成について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 41 2

(オ) ○ ◎ ○ 日本の産業の特色について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 62 3

(カ) ○ ◎ 日本の輸送形態の特色について、資料を適切に読み取る力を問う。 68 3

(ア) ○ ◎ 九州地方の農業の工夫について、正しく理解しているかを問う。 60 19

(イ) ○ ◎ ○ 九州地方の自然について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 56 3

(ウ) ○ ◎ 九州地方の工業について、資料から適切に選択できるかを問う。 72 4

(エ) ○ ◎ ○ 九州地方を訪れる外国人観光客について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 71 4

(オ) ○ ◎ ○ 北海道の雨温図について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 61 5

(カ) ○ ◎ ○ 北海道地方の農業の特色について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 67 5

(キ) ○ ◎ ○ 北海道地方の漁業について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 71 6

◎…主たる観点

平均正答率

知識・技能 60.1

思考・判断・表現 55.0

正答率(%)
無
答
率

１
中世の日本の社
会の変化

２
中世の世界ので
きごと

問題番号 思
・
判
・
表

技
知
・
理

問題の内容 出題のねらい

３
近世の政治と社
会

４
近代の日本と世
界

５
世界の諸地域
（北アメリカ州・南
アメリカ州）

９
日本の諸地域
（九州地方と北海
道地方）

６
世界の諸地域
（オセアニア州）

７ 日本の姿と地形

８
世界と比べた日本
の地域的特色

２年
社会 知識・技能 60.1

思考・判断・表現 55.0

平均正答率（％）

１．小問別の問題内容と結果正答率【社会 第２学年】
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社会－   8

大
問

小問
正
答
率

無
答
率

主な誤答 (％) 授業改善への手だて

　２ 25

　１ 10

　１ 26

　２ 19

　１ 33

　３ 20

　４ 29

　２ 29

　１ 24

　４ 7

　４ 54

　２ 14

　１ 31

　３ 15

遣唐使

　３ 18

　２ 15

　２ 15

　３ 11

　２ 18

　３ 14

　３ 8

　４ 7

　１ 9

　２ 8

　１ 14

　３ 8

　４ 20

　１ 18

　４ 20

　３ 12

　３ 22

　４ 10

　１ 31

　２ 13

　１ 13

　２ 7

　２ 15

　３ 11

　１ 20

　４ 19

正答

１

(ア) 　３ 59

　３ 19

(オ)

　１ 24

　「中世の日本と社会の変化」についての問題は､
全体的に正答率が40％程度とやや不十分であった｡
(エ)の室町時代の周辺諸国のようすを問う問題で
は正答率が19％と理解が不十分であった。武家政
治の展開とともに、東アジア世界との密接なかか
わりが見られたことを理解させたい。
　また、幕府のしくみを資料から選ぶ(ウ)や分国
法を資料から選ぶ(カ)の問題の正答率も不十分で
あった。教科書や資料集に載っている資料を用い
て､授業の中で資料を読み取る力をつけさせたい｡

(イ) 　４ 47 1

(ウ) 　２ 37 1

(エ)

1

1

　２ 64 1

(カ) 1

(キ) 　４ 39 1

２

(ア) 　十字軍 44 25

　１

　「中世の世界のできごと」については、ヨーロ
ッパの国々が十字軍でイスラム勢力と対峙したこ
とにより、海運が発達し、大航海時代を迎えたこ
とを理解させたい。また、宗教改革によるキリス
ト教世界の動きに伴って、鉄砲やキリスト教が伝
来し、南蛮貿易がさかんになり、それが日本社会
に影響を及ぼしたことを理解させたい。

(イ) 　１ 53 1

(ウ) 　４ 66 1

(エ) 58 1

３

(ア) 　２ 81 1

　３ 56 1

60 1

　｢近世の政治と世界」についての問題では､(ア)
のについては十分な理解が見られた｡しかし､(エ)
の田沼意次の改革を問う問題の正答率が56％とや
や不十分であった。江戸時代後期の諸改革につい
ては、財政の悪化や、改革の結果に着目させたい｡
　また、化政文化の作品を問う(オ)についても正
答率56％とやや不十分であった。文化史の授業に
おいては、作品の写真を活用するなどして、生徒
の興味関心を引き出すようにしたい。

(イ) 　３ 74 1

(ウ) 　４ 69 1

(エ)

(オ) 　１ 56 1

(カ) 　２

　「近代の日本と世界」についての問題は、(オ)
の幕末の歴史の流れを問う問題については、正答
率43％とやや不十分であった。並び替えの問題に
苦手意識を持っている生徒が多い。歴史の流れを
大きくとらえる学習課題を設定し、その解決に向
けて学習を進めることを通して、欧米諸国が近代
社会を成立させ、アジアへ進出していったことを
理解させる必要がある。

(イ)

子どもの労働時間が長
く、労働環境も悪かっ
た。

17 15

子どもの労働時間が長く
厳しい生活をしていた。

1

４

(ア) 　４ 41 1

(ウ) 　３ 73 1

(エ) 　１ 62 1

(オ) 　２ 43

２．主な誤答と分析【社会 第２学年】

（１）歴史的分野
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社会－   9

大
問

小問
正
答
率

無
答
率

主な誤答 (％) 授業改善への手だて

　２ 19

　３ 14

　１ 32

　４ 17

　４ 14

　１ 4

　３ 6

　１ 4

　４ 33

　２ 17

　２ 3

　３ 3

　３ 33

　２ 24

　２ 10

　１ 6

　３ 10

　１ 10

　３ 12
　４ 7
　１ 11
　３ 7
　３ 10
　２ 4
　１ 21
　２ 19

　３ 10

　１ 4

　２ 21

　１ 3

　１ 26

　２ 21

　２ 5

　１ 5

　２ 24

　３ 17

　２ 16

　１ 10

　４ 10

　２ 10

抑制(よくせい)
保成
　４ 33
　３ 4
　３ 11
　１ 8

　３ 11

　１ 9

　３ 19

　２ 8

　３ 17

　２ 7

　２ 11
　１ 6

正答

５

(ア) 　１ 52 2

　２ 86 1

(オ) 　３ 32 1

(カ) 　４ 90 1

　北アメリカ州の貿易の特色や南アメリカ州の環境問
題に関する問題の正答率は十分にできていた。(ア)の
時差の計算について、正しく理解し、計算できるかを
問う問題については、やや不十分であった。北アメリ
カ州の移民と人種・民族構成を問う問題や、南アメリ
カ州の鉱産資源、南アメリカ州の気候を問う問題につ
いての問題の正答率は不十分であった。特に気候を問
う問題は、南アメリカ州の温帯気候と高山気候を誤解
している傾向があった。
　世界の諸地域を学習するにあたっては、主要都市の
雨温図を使って、地域の位置や自然環境を理解させる
必要がある。また多民族国家であるアメリカ合衆国の
人種・民族構成についてもアメリカの歴史的背景を取
り上げたりしながら授業の中で、理解させていきたい｡
南アメリカ州の鉱産資源については、各国の輸出品の
グラフと関連付けながら理解させたい｡

(イ) 　２ 37 1

(ウ) 　３ 78 1

(エ)

(キ) 　４ 21 1

６

(ア) 　３ 78 1
　オセアニア州の気候と人口の関係や、オーストラリ
アの貿易相手国の変化について、資料を正しく読み取
ることは一応できていた。
　(ウ)のオーストラリアの位置と農業の関係について
は、資料をもとにした正しい判断がやや不十分であっ
た。資料１からオーストラリアは南半球にあることは
理解出来ているが、南半球は日本と季節が逆であるこ
との読み取りは難しかったようである。また無答も多
かった。改善への手立てとしては、地球儀や雨温図を
使って、南半球の気候の理解をするとともに、北半球
と季節が逆であることを利用した農業や輸出品などに
も注目させて理解させたい。

(イ) 　２ 70 2

(ウ)

オーストラリア
は、北半球が小
麦を収穫してい
ない時期に、収
穫できること。

38 22

オーストラリアは南半
球に位置しているた
め、冬の時期に収穫
できる

７

(ア) 　１ 74 1

　３ 49 2

(オ)

　日本の姿と地形については、全体的に一応できてい
た。特に都道府県や地方の位置については、資料をも
とにした正しい判断が十分にできていた。
　(エ)について、地形図を読み取る問題は、特に等高
線と縮尺について、資料をもとにした正しい判断がや
や不十分であった。
　地形図の読み取りについては、地形図や主題図など
を実際に使用し、その地域でみられる事象や特色を的
確に読み取る技能を身に付けさせることが必要となっ
てくる。

(イ) 　２ 79 1

(ウ) 　４ 82 1

(エ)

　２ 81 2

８

(ア) 　４ 73 2

　１ 41

　｢自然環境から見た九州地方｣「歴史的背景から見た
北海道地方」について､全体的に一応できていた。
　(イ)は九州地方の自然の特色について資料を読み取
り正しく判断する問題であったが、「シラス」と「カ
ルデラ」を誤解している傾向が見られた。
　(オ)の北海道の雨温図について、資料を読み取り、
正しく判断する問題は一応できていたが、日本海側の
気候と誤解した生徒が11％いた。
　｢自然環境からみた九州地方｣では自然環境が農業に
及ぼす影響は大きいので、「世界と比べた日本の地域
的特色」の「日本の農業」と関連付ける必要がある。
　「歴史的背景からみた北海道地方」は、北海道の雨
温図と、北海道の農業が盛んなことを関連付けさせ、
寒さを克服するための産業の変化の経緯や工夫を理解
させる必要がある。

(イ) 　２ 56 3

2

(オ) 　４ 62 3

(カ) 　１ 68 3

　世界と比べた日本の地域的特色について、日本の人
口の変化を、資料をもとに正しい判断をすることにつ
いては、十分にできていた。
　(イ)の日本の気象災害について正しく理解し適切に
判断する問題は、その理解はやや不十分であった。や
ませが風水害をまねくと誤解している傾向が見られた｡
　(エ)の日本の電力構成について正しく理解し、資料
を適切に読み取る問題はやや不十分であった。
　気象災害の授業については、日本の特色ある地形と
気候とを関連付けて理解させる必要がある。また日本
の電力の授業については、東北地方太平洋沖地以降、
原子力発電所は大幅に減少し大きく変化しているので､
日本のエネルギー事情と関連させて理解させることが
必要となってくる。

(イ) 　３ 43 2

(ウ) 　３ 84 2

(エ)

(ウ) 　２ 72 4

(エ) 　４ 71 4９

(ア) 　促成　（栽培） 60 19

(キ) 　３ 71 6

(オ) 　１ 61 5

(カ) 　１ 67 5

（２）地理的分野
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１．小問別の問題内容と結果正答率【社会 第３学年】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会－10

Ⅳ 第３学年の結果と分析

 

趣旨

大問 小問
知
・
技

思
・
判
・
表

ア ○ ◎ モンテスキューについて、正しく理解しているかを問う。 67 0

イ ○ ◎ 日本国憲法の天皇の地位について、正しく理解しているかを問う。 84 5

ウ ○ ◎ ○ 自由権について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 67 0

エ ○ ○ ◎ 男女雇用機会均等法について、正しく理解しているかを問う。 67 0

オ ○ ◎ ○ 社会権について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 66 0

カ ○ ◎ ○ プライバシーの権利について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 97 0

ア ○ ◎ ○ 日本の現在の選挙制度について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 75 0

イ ○ ◎ ○ 衆議院の優越について、正しく理解し、適切に表現する力を問う。 68 7

ウ ○ ◎ ○ 国民の政治参加について、資料を読み取り、適切に選択できるかを問う。 77 1

エ ○ ◎ ○ 憲法改正の手続きについて、資料を読み取り、適切に選択できるかを問う。 73 0

オ ○ ○ ◎ 内閣不信任案について、正しく理解しているかを問う。 68 1

カ ○ ○ ◎ 投票率の推移について、資料を適切に読み取る力を問う。 88 0

ア ○ ○ ◎ 三権分立について、正しく理解しているかを問う。 72 0

イ ○ ○ ◎ 検察官と弁護人の役割について、正しく理解しているかを問う。 82 1

ウ ○ ○ ◎ 三審制について、正しく理解しているかを問う。 72 0

エ ○ ○ ◎ 裁判員裁判について、正しく理解しているかを問う。 69 0

ア ○ ◎ 明治時代初期の産業について、正しく理解しているかを問う。 59 0

イ ○ ○ ◎ 徴兵制の内容について、正しく理解しているかを問う。 51 0

ウ ○ ○ ◎ 自由民権運動の内容について、正しく理解しているかを問う。 62 0

エ ○ ○ ◎ 千島列島の場所について、資料から適切に選択できるかを問う。 59 0

オ ○ ◎ ○ 大日本帝国憲法について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 68 16

カ ○ ◎ ○ 日清から日露戦争までの流れについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 31 0

キ ○ ◎ 明治時代の文化について、正しく理解しているかを問う。 93 0

ア ○ ◎ ○ 第一次世界大戦について、正しく理解し、資料を適切に選択できるかを問う。 66 0

イ ○ ○ ◎ ロシア革命について、正しく理解しているかを問う。 52 0

ウ ○ ◎ ○ アジアの民族運動について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 74 0

エ ○ ○ ◎ 二十一か条の要求について、正しく理解しているかを問う。 31 0

オ ○ ◎ 普通選挙法と治安維持法についいて、正しく理解しているかを問う。 62 0

ア ○ ○ ◎ ニューディール政策について、正しく理解しているかを問う。 62 0

イ ○ ○ ◎ 第二次世界大戦について、正しく理解しているかを問う。 54 0

ウ ○ ◎ ○ 昭和初期の日本のできごとについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 28 0

エ ○ ◎ ○ 太平洋戦争開戦について、資料を読み取り、適切に表現する力を問う。 46 9

ア ○ ◎ ○ 朝鮮戦争について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 54 0

イ ○ ○ ◎ 冷戦終結について、正しく理解しているかを問う。 81 0

ウ ○ ◎ ○ ＧＨＱによる民主化政策について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 32 0

エ ○ ◎ 日本の独立と安全保障条約について、正しく理解しているかを問う。 65 0

オ ○ ◎ ○ 日本の国際社会への復帰について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 52 0

カ ○ ◎ ○ 高度経済成長期の日本のようすについて正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 49 0

キ ○ ◎ ○ 石油危機のころの日本のようすについて、資料を適切に読み取る力を問う。 63 0

ア ○ ○ ◎ 紀伊山地の場所について、正しく理解しているかを問う。 55 0

イ ○ ○ ◎ 京阪神大都市圏と琵琶湖、淀川の関わりについて、資料を適切に読み取る力を問う。 88 0

ウ ○ ○ ◎ 近畿地方の文化財について、資料を適切に読み取る力を問う。 89 1

エ ○ ◎ ○ 阪神工業地帯と環境問題について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 86 1

ア ○ ◎ 冷害とやませとの関わりについて、正しく理解しているかを問う。 63 9

イ ○ ◎ ○ 東北地方の工業について、資料を読み取り、適切に判断しているかを問う。 90 1

ウ ○ ◎ ○ 東北地方の伝統文化について、資料を読み取り、適切に選択できるかを問う。 76 2

エ ○ ◎ ○ 東北地方の農業について、資料を読み取り、適切に選択できるかを問う。 93 2

ア ○ ○ ◎ 地形図を適切に使い、目的地までの情報を正しく読み取る力を問う。 74 2

イ ○ ◎ ○ 地形図の縮尺を理解し、情報を正しく読み取る力を問う。 76 2

ウ ○ ◎ ○ 地形図を適切に読み取り、正しく判断しているかを問う。 64 2

◎…主たる観点

平均正答率

知識・技能 67.4

思考・判断・表現 58.0

正答率(%)
無
答
率

問題番号
思
・
判
・
表

技
知
・
理

問題の内容 出題のねらい

４ 明治時代の日本

５
第一次世界大戦の
背景と影響

６
第二次世界大戦ま
での国際関係

１
日本国憲法と基本
的人権

２
私たちの暮らしと民
主政治

３
司法権の独立と裁
判

１０ 地形図について

７
第二次世界大戦後
の日本

８
日本の諸地域
（近畿地方）

９
日本の諸地域
（東北地方）

社会－  10

■社会３年（平成30年度）

趣旨

大問 小問
知
・
技

思
・
判
・
表

(ア) ○ ◎ ○ 憲法改正の手続きについて、その仕組みを資料から適切に読み取る力を問う。 90 0

(イ) ○ ◎ 日本国憲法の国民主権について、正しく理解しているかを問う。 86 3

(ウ) ○ ○ ◎ 自由権について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 84 0

(エ) ○ ○ ◎ 新しい人権について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 95 0

(オ) ○ ◎ 国民の義務について、正しく理解しているかを問う。 95 0

(カ) ○ ○ ◎ 社会権について、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 56 0

(ア) ○ ◎ ○ 法律が成立するまでについて、その仕組みを資料から適切に読み取る力を問う。 74 0

(イ) ○ ◎ 現在の衆議院議員選挙について、正しく理解しているかを問う。 84 1

(ウ) ○ ◎ 内閣の仕事について、正しく理解しているかを問う。 66 0

(エ) ○ ◎ 内閣不信任案について、可決された後の手続きを、正しく理解しているかを問う。 70 0

(オ) ○ ◎ ○ 衆議院議員の選挙制度の課題について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 74 0

(ア) ○ ◎ ○ 三権分立のしくみについて、資料を適切に読み取る力を問う。 63 0

(イ) ○ ○ ◎ 民事裁判について、資料を読み取り、その仕組みを正しく理解しているかを問う。 72 0

(ウ) ○ ◎ ○ 三審制の理由について、資料を読み取り、正しく表現しているかを問う。 49 9

(エ) ○ ○ ◎ 裁判員制度について、その仕組みを正しく理解しているかを問う。 75 0

(オ) ○ ◎ ○ 日本の法曹の人数について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 87 0

(ア) ○ ◎ ○ 四民平等の内容について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 90 0

(イ) ○ ○ ◎ 岩倉使節団について、正しく理解しているかを問う。 80 0

(ウ) ○ ○ ◎ 三国干渉の内容について、正しく理解しているかを問う。 40 0

(エ) ○ ○ ◎ ポーツマス条約の内容について、正しく理解しているかを問う。 74 0

(オ) ○ ◎ 八幡製鉄所の場所を、正しく理解しているかを問う。 64 0

(ア) ○ ○ ◎ 第一次世界大戦のきっかけについて、正しく理解しているかを問う。 70 0

(イ) ○ ◎ 日本が第一次世界大戦に参戦した理由について、正しく理解しているかを問う。 66 5

(ウ) ○ ◎ ○ アジアの民族運動について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 49 0

(エ) ○ ◎ ○ 第一次世界大戦後の国際協調の動きについて、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 39 0

(オ) ○ ◎ 大正時代の政党内閣について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 73 0

(カ) ○ ◎ ○ 文化の大衆化について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 24 0

(ア) ○ ◎ ○ ブロック経済の内容について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 70 0

(イ) ○ ○ ◎ 日本の経済について、正しく理解しているかを問う。 49 0

(ウ) ○ ◎ 二・二六事件について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 72 0

(エ) ○ ◎ 太平洋戦争中の国際関係について、資料を読み取る力を問う。 68 0

(オ) ○ ◎ ○ 太平洋戦争中の国民生活について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 80 0

(カ) ○ ◎ 沖縄戦の場所を、正しく理解しているかを問う。 85 0

(ア) ○ ◎ 日本の民主化政策について、正しく理解しているかを問う。 41 0

(イ) ○ ◎ ○ 選挙権に関する資料を読み取り、正しく表現できる力を問う。 59 5

(ウ) ○ ◎ ○ 朝鮮戦争の影響について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 61 0

(エ) ○ ○ ◎ 日本の国際社会への復帰について、正しく理解しているかを問う。 59 0

(オ) ○ ○ ◎ 1970年代の世界のようすについて、正しく理解しているかを問う。 27 0

(カ) ○ ◎ ○ 地域紛争とテロ事件について、正しく理解し、適切に判断しているかを問う。 32 0

(ア) ○ ◎ ○ 新潟県の農業産出額について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 87 0

(イ) ○ ◎ ○ 中京工業地帯の工業出荷額について、正しく理解し、資料を適切に読み取る力を問う。 71 0

(ウ) ○ ◎ ○ 長野県の農業について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 90 0

(エ) ○ ◎ ○ 諏訪湖周辺の工業の変化について、資料を読み取り、正しく判断しているかを問う。 77 0

(ア) ○ ○ ◎ 促成栽培について、正しく理解しているかを問う。 78 0

(イ) ○ ◎ ○ 瀬戸内気候の雨温図について、資料を適切に読み取る力を問う。 45 0

(ウ) ○ ○ ◎ 中国・四国地方の他地域との結びつきについて、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う。 61 0

(エ) ○ ○ ◎ 島根県の観光客の変化について、資料を適切に読み取る力を問う。 81 0

(ア) ○ ◎ ○ 新旧の地形図を比較し、土地利用を資料から読み取り、正しく判断しているかを問う。 66 0

(イ) ○ ◎ ○ 縮尺について、資料を活用して正しく読み取る力を問う。 75 0

(ウ) ○ ◎ ○ 地形図を適切に読み取り、実際の場所について正しく判断しているかを問う。 88 0

◎…主たる観点

平均正答率

知識・技能 70.0

思考・判断・表現 53.0

正答率(%)
無
答
率

１
日本国憲法と基
本的人権

２
私たちの暮らしと
民主政治

問題番号 思
・
判
・
表

技
知
・
理

問題の内容 出題のねらい

３
司法権の独立と
裁判

４ 明治時代の日本

５
第一次世界大戦
の背景と影響

９
日本の諸地域
（中国・四国地方）

１０ 地形図の利用

６
第二次世界大戦
までの国際関係

７
第二次世界大戦
後の日本

８
日本の諸地域
（中部地方）

３年
社会 知識・技能 70.0

思考・判断・表現 53.0

平均正答率（％）

１．小問別の問題内容と結果正答率【社会 第３学年】
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社会－  11

大
問

小問
正
答
率

無
答
率

主な誤答 (％) 授業改善への手だて

２ 5

３ 5

２ 11

３ 6

１ 5

１ 3

２ 1

３ 1

２ 1

２ 32

１ 9

１ 13

４ 8

8

5

４ 14

３ 11

４ 15

３ 11

４ 19

１ 3

４ 28

３ 6

４ 13

３ 10

２ 14

３ 6

２ 6

４ 5

56(カ)

正答

１

(ア) 　１

　４

(オ)

　３

(ウ)

(エ)

0

0

　１ 95 0

90

95

　２ 84 0

0

　日本の民主政治についての問題は、全体的に一
応の理解はみられた。特に(イ)の衆議院議員選挙
の理解は、十分にできている。(ア)では、内閣総
理大臣が法律を公布するという間違えが見られた｡
(オ)の一票の格差の読み取りは、一票の価値の大
小の区別が難しかった。(ウ)の内閣の仕事は、法
律の制定と間違える生徒が多かったので、国会と
内閣の仕事の違いを確認することが必要である。

(イ) 　３ 84 1

(エ) 　２ 70 0

１

　「人間を尊重する日本国憲法」についての問題
は、全体的に一応の理解はみられた。特に(ア)の
憲法改正の手続きと(エ)の自己決定権の資料の読
み取り、(オ)の国民の義務については十分できて
いる。しかし、(カ)の社会権の労働者の権利を資
料から読み取る問題では、32％が請求権と答えて
いた。ストライキと国家への請求の違いについて
確認させたい。また、(ウ)の事例をみて生命・身
体の自由を答えさせる問題では、６％が請願権と
答えていた。自由権の種類と請願権の意味との違
いを明確にし、人間らしく生きる権利について理
解を深めさせたい。

(イ) 　主権 86 3

２

(ア) 　２ 74 0

(ウ) 　１ 66 0

(オ) 　２ 74 0

３

(ア) 　１ 63 0

(オ) 　３ 87 0

　司法権の独立と裁判についての問題は(ウ)の論
述以外は全体的に一応の理解はみられた。(ウ)の
論述は指定された語句は使用しているが、内容が
間違っていたり意味が通らない論述が多く、自分
の言葉で表現することが難しかったようである。
(ア)の三権分立のしくみについては、国政調査権
を選択している生徒が多く、国会と裁判所の関係
を理解させる必要がある。(エ)の裁判員裁判を答
えさせる問題では、14％が被害者参加制度と答え
ていた。裁判員制度は、将来参加する可能性があ
ること、司法制度の改革にもつながることまで理
解を深める必要がある。

(イ) 　２ 72 0

(ウ)

より公正で慎重に裁
判を行うことで、私た
ちの人権を守る（た
め。）

49 9

慎重に裁判することで私
たちの人権が守られる。

(エ) 　４ 75 0

２．主な誤答と分析【社会 第３学年】

（１）公民的分野
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社会－  12

大
問

小問
正
答
率

無
答
率

主な誤答 (％) 授業改善への手だて

　３ 8

　４ 1

　４ 17

　１ 2

　１ 37

　４ 13

　２ 11

　１ 10

　３ 18

　２ 15

　４ 12

　１ 11

　１ 20

　３ 19

　４ 33

　２ 20

　１ 10

　２ 10

　１ 33

　３ 31

　２ 15

　３ 10

　１ 27

　３ 15

　２ 15

　４ 8

　２ 25

　４ 5

　４ 8

　２ 6

　３ 10

　１ 3

　３ 32

　２ 18

　３ 20

　２ 12

　１ 29

　２ 6

　３ 41

　１ 21

　４ 31

　２ 21

７

(ア) 　１ 41 0

(カ) 　１ 32 0

(エ) 　４ 59 0

(オ) 　２ 27 0

　第二次世界大戦後の国際関係と日本についての
問題では(オ)の1970年代の世界の様子について考
え、その理解が不十分である。ベトナム戦争の終
結からベトナム社会主義共和国が成立したことに
ついて理解を深めさせる必要がある。
　また、(カ)の地域紛争とテロ事件についての知
識をもとに、正しい判断をする問題の理解が不十
分である。ここでも並び替えの問題に苦手意識を
持っている生徒が多い。第４次中東戦争から湾岸
戦争、アメリカ同時多発テロ事件、イラク戦争と
いった変動する国際社会について世界の動きを大
きく理解させたい。

(イ)

（1928年と比較し、1946年
は）有権者の年齢が下が
り、女性にも選挙権が与え
られたから。

59 5

(オ) 　１ 80 0

(カ) 　４ 85 0

　第二次世界大戦までの国際関係と日本について
の問題では、(カ)の沖縄戦の場所についての理解
は十分できている。しかし、(イ)のこの当時の日
本の経済について考え、その理解を問う問題にお
いては正答率が49％とやや不十分であった。27％
が大戦景気の内容を答えていた。日本経済の不景
気が深刻になる一方で、財閥が政治家と強く結び
つき、大きな力をふるうようになっていったこの
当時の日本国内のようすについて理解する必要が
ある。

今までと違って女性も政
治に参加できるように
なった。

(ウ) 　４ 61 0

６

(ア) 　１ 70 0

(イ) 　２ 49 0

24 0

(ウ) 　３ 72 0

(エ) 　３ 68 0

５

(ア) 　３ 70 0

　３ 39

　第一次世界大戦の背景と影響についての問題に
おいては、(エ)の第一次世界大戦後の国際協調の
動きについての流れを問う問題は解答率が39％と
やや不十分であった。ベルサイユ条約の締結から
国際連盟の設立、ワシントン会議までの流れにつ
いて確認させたい。
　また、(カ)の文化の大衆化についての知識をも
とに、正しい判断をする問題は正答率が24％と理
解が不十分であった。大正時代にはどのような生
活や文化が広まっていったのかを社会の変化と関
連づけた授業で確認させたい。

(イ) 　日英 66 5

(ウ) 　２ 49 0

(エ) 0

(オ) 　４ 73 0

(カ) 　２

　明治時代の日本についての問題は、(ア)につい
ては十分できている。しかし、(ウ)の日清戦争後
の中国の様子についての知識をもとにして、資料
を読み取る問題は37％が南京条約についての内容
を答えており、三国干渉とその後の中国の様子に
ついての理解がやや不十分である。明治時代の東
アジアの様子について授業で理解させたい。

(イ) 　２ 80 0

(ウ) 　２ 40 0

(エ)

　４ 64 0

正答

４

(ア) 　１ 90 0

　３ 74 0

(オ)

（２）歴史的分野
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大
問

小問
正
答
率

無
答
率

主な誤答 (％) 授業改善への手だて

２ 6

３ 4

２ 16

４ 8

１ 4

４ 4

１ 13

３ 8

１ 17

２ 3

３ 22

２ 20

１ 16

３ 15

２ 14

４ 4

３ 17

２ 15

４ 11

２ 8

２ 8

４ 3

正答

８

(ア) 　１ 87

　４ 77

　産業からみた中部地方についての問題は、全体
的に十分な理解がみられた。しかし、(イ)の中京
工業地帯の工業出荷額を選択する問題については､
阪神工業地帯や瀬戸内工業地域を選んだ生徒が合
わせて24％と多かった。出荷額が最も高いことと
関連させて理解させる必要がある。(エ)の長野県
の工業出荷額の変化を読み取る問題では３つの資
料からの読み取りが難しかったようである。
　日頃から、複数の資料を活用した授業を実践し
ていきたい。

(イ) 　３ 71 0

(ウ) 　２ 90 0

(エ)

0

0

　他地域と結びついた中国・四国地方についての
問題は、(イ)の瀬戸内気候の雨温図の正答率が45
％と低かった。(ウ)の本州・四国連絡橋の位置を
選ぶ問題では正答率が61％とやや低く、岡山県と
香川県に架かる橋と他地域との位置の選択が難し
かった。今後の授業では、地図を用いて位置を確
認をさせる活動を重視する必要がある。

(イ) 　１ 45 0

９

(ア) 　４ 78 0

(ウ) 　２ 61 0

(エ) 　３ 81 0

　身近な地域の調査についての問題は、全体的に
一応の理解がみられた。しかし、(ア)の地形図を
読み取る問題では、同一地域の過去と最近の地形
図の変化の読み取りが難しかった。授業で地形図
に触れる機会を多くする必要がある。

(イ) 　３ 75 0

(ウ) 　１ 88 0

１０

(ア) 　４ 66 0

（３）地理的分野



42

 
 
 
１．全体の考察 
 今年度も、基礎的・基本的な内容を問う問題を中心に出題した。「知識・技能」の観点では、重要な

用語の確実な定着を確認するとともに、様々な資料から正確に情報を読み取ることを意識した。「思

考・判断・表現」では、複数の資料を活用して正しい情報を取捨選択する力を問うことを心がけた。 
 結果を見ると、昨年度に比べ３年生の「思考・判断・表現」の正答率が低下したが、１、２年生の

「思考・判断・表現」の正答率は上昇している。「知識・技能」ついては、全ての学年で正答率が上昇

した。各学校で基礎基本を丁寧に指導している成果が反映されていることと考えられる。論述問題の

正答率は、昨年度と比較して、高くなっている。特に、１年生の歴史では、20%以上正答率が高くな

った。どの学年も昨年度と同様に「思考・判断・表現」の正答率が「知識・技能」よりも低い傾向に

あった。 
 また、全学年で無答率が減少傾向にある。特に、３年生での無答率が低くなった。しかし、昨年度

と同じく各学年とも地理的分野での無答率が高かった。歴史的分野の記述の無答率も高い傾向にある。 
 
 
２．分野ごとの考察 
 
  （１）歴史的分野 
    ①第１学年 

 「人類の出現と文明のおこり」では、資料を活用し、正しく理解しているかをみること

をねらいとして出題した。エジプト文明の特色を選ぶ問題では、十分な理解がみられたが、

人類の出現については、誤答率が正答率を上回るなど、理解が不十分であった。 

 「古代の日本」では、大陸の文物や制度を積極的に取り入れながら国家の仕組みが整え

られ、その後、天皇や貴族の政治が展開したことについて、資料を活用し、適切に判断し、

正しく理解しているかをみることをねらいとして出題した。聖徳太子の政治や鑑真につい

て十分な理解がみられた。しかし、古代の土地制度の流れについて、正しい判断をする問

題がやや不十分であった。 

「武家政権の成立とその後の武家社会の展開」については、資料を活用し、正しく理解

しているかをみることをねらいとして出題した。全体的に理解がやや不十分な問題が多く、

特に院政の記述は、摂関政治と混同しているものが多く、理解が不十分であった。 

「原始から古代までの人々の生活」では、各時代の生活がどのように変化しているのか、

また各時代の文化について、資料を活用し、正しく理解し、適切に判断できているかをみ

ることをねらいとして出題した。弥生時代の生活についての判断や、鎌倉時代の特色につ

いての理解が不十分であった。また、律令制下の農民の生活についての論述問題では、複

数の資料を比較・検討し、自分の言葉で表現する力が不十分であった。 

全体を通し、小学校の既習事項など、基礎的・基本的な事項についての正答率は高かっ

たものの、資料を活用して解答を導き出す問題や、時代の流れや各時代の特色について他

の時代と違いを明らかにするのが不十分であった。今後は、歴史の大きな流れを捉えさせ

るために、歴史的事象の因果関係をより明らかにしながら授業づくりを行い、また複数の

資料を比較・考察する活動を通して、さらに理解を深めていくことが大切であると考えら

れる。 

 

 

社会－14

Ⅴ 全体の考察と今後に向けて
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    ②第２学年 
「中世の日本と社会の変化」については、ノート形式で、鎌倉時代後期から室町時代の 

政治的・文化的・経済的変化やできごとについて正しく理解しているかを問う問題を出題 
した。また、資料を選ぶ問題や、室町文化の資料を選ぶ問題の正答率がやや不十分であっ 
た。 

「中世の世界のできごと」については、カード形式の資料をもとに、世界のできごとに 

ついて正しく理解し、また、中世の世界と日本の歴史の関連について正しく判断できるか

を問う問題を出題した。十字軍に対する理解がやや不十分であった。また、ルネサンスに

ついて正しく判断することが不十分であった。 
「近世の政治と社会」については、年表をもとに、信長や秀吉の政治・外交、江戸幕府 

成立から幕府の改革までの流れを理解しているかを問う問題を出題した。織田信長につい 

ての理解は十分にできていたが、田沼意次の政治についての理解がやや不十分であったほ 

か、化政文化に関する資料を読みとることもやや不十分であった。 
「近代の日本と世界」については、会話文をもとに、欧米諸国で近代化が進み、その影 

響が日本に及んだこと理解し、また、開国から江戸幕府滅亡までの流れを理解しているか

を問う問題を出題した。産業革命期の社会問題について資料を基にした正しい判断が不十

分であった。また、幕末の歴史の流れを正しく理解し、判断することがやや不十分であっ

た。 
全体を通して、並び替えなどの問題に関して苦手意識を持っている生徒が多いようであ 

る。歴史の大きな流れをつかむことが大切であると考える。また、資料を活用する問題も

不十分であった。日頃からさまざまな資料を提示し、資料に触れる機会を増やしていくこ

とが重要であると考える。 
 

    ③第３学年 
「明治時代の日本」については、カード形式の資料をもとに、明治時代の日本の政治的・ 

外交的変化やできごとについて、正しく理解しているかを問う問題を出題した。「日清戦争

後の中国の様子」について、理解がやや不十分であった。 

「第一次世界大戦と日本」については、略年表をもとに、第一次世界大戦の背景とその

影響や大正デモクラシーについての知識を使い、正しく判断しているかを問う問題を出題

した。「第一次世界大戦後の国際協調の動きについての並びかえ」については、理解がやや

不十分であった。また、「文化の大衆化」については、理解が不十分であった。 

「第二次世界大戦までの国際関係と日本」については、ノートをもとに、第二次世界大

戦までの国際関係や日本の出来事について考え、正しく理解しているかを問う問題を出題

した。「沖縄戦の場所」についての理解は十分できている。しかし、「日本の不景気」につ

いて、理解がやや不十分な点がみられた。 

「第二次世界大戦後の国際関係と日本」については、会話文をもとに、戦後の日本の様

子や国際社会の様子についての知識をもとに、正しく判断しているかを問う問題を出題し

た。「1970 年代の世界の様子」については、その理解が不十分であった。また、「地域紛争

とテロ事件についての並び替え」については判断が不十分であった。 

全体を通して、並び替えなどの問題に関して苦手意識を持っている生徒が多いようであ

る。歴史的事象の因果関係を明確にし、時代の流れを大きくつかむことが重要である。 

 

  （２）地理的分野 
    ①第１学年 

「世界の地域構成」では、大陸と海洋の分布、緯度と経度、北半球と南半球では季節が

違うことなどについて、資料を読み取り、正しく理解しているかを問う問題を出題した。

社会－15社会－  15
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緯度と経度を世界地図から読み取る問題では、正答率が 31％と不十分であった。普段の授

業から地図に慣れ親しみ、地図を活用して緯度と経度を読み取る時間を設定することが必

要である。 
「世界各地の人々の生活と環境」では、世界各地における人々の生活の様子とその変容

について、自然及び社会的条件と関連付けて考え、資料を適切に読み取っているかを問う

問題を出題した。乾燥した地域の雨温図の読み取りは、十分にできている。標高が高い地

域の特色については、アルパカが人々の生活に欠かせないことを資料から考え、内容の理

解に努めることが大切である。また、スコールについては、言葉の意味だけでなく、気候

や人々の生活などと関連付けて理解させることが重要である。 
 「世界の諸地域」では、アジア州、ヨーロッパ州、アフリカ州の地域的特色について考

え、資料を適切に読み取っているかを問う問題を出題した。アジア州に関しては、全体的

に一応の理解がみられた。ヨーロッパ州では、自然環境とＥＵの特色ついてやや不十分で

あった。自然環境では国際河川のライン川が流域の都市を結ぶ交通路として、重要な役割

を果たしていることを資料から考えさせたい。論述問題は、３つの資料を比較、関連させ

てはいるが、問題に沿った答え方が十分でなかったため、正答率がやや低かった。ＥＵの

利点を問う問題は正答率が 35％であった。利点について、イラストや資料を交えながらそ

の特徴を掴むことが大切である。アフリカ州では、全体的に一応の理解がみられた。資料

を読み取ることはできているが、サハラ砂漠の位置やモノカルチャー経済の特徴について

十分に理解していないところがあるので、地図帳やグラフなどを活用して内容の理解に努

めることが必要である。 

全体を通して、資料を読み取ることはできるが、身につけたものを関連付けて理解する

ことが必要である。地形や気候、人々の生活や文化などを相互に関連付けて、地域的特色

を大まかに捉えることが大切である。また、緯度や経度などについては、地図に慣れ親し

むような授業展開や反復練習を行うことで定着する。普段の授業から資料と社会的事象や

地域的特色を照らし合わせながら理解していくことが大切であると考える。 

 
 
    ②第２学年 

「世界の諸地域」では、「北アメリカ州」「南アメリカ州」「オセアニア州」を取り上げ、

世界の諸地域の地形や気候などの基礎的な知識の定着の上に、資料を活用し、地理的事象

を正しくとらえることができるかをねらいとして出題した。 
「北アメリカ州」では、北アメリカ州の貿易の特色に関する問題は十分にできていた。

また「南アメリカ州」では、南アメリカ州の環境問題についての理解が十分にできていた。

しかし、南アメリカ州の鉱産資源、南アメリカ州の気候を問う問題については、正答率は

不十分であった。特に気候を問う問題は、南アメリカ州の温帯気候と高山気候を誤解して

いる傾向があり、昨年度と比較すると、正答率は低かった。 
「オセアニア州」では、オセアニア州の気候と人口の関係や、オーストラリアの貿易相

手国の変化について、資料を正しく読み取る問題は一応できていた。しかしオーストラリ

アの位置と農業の関係については、資料をもとにした正しい判断がやや不十分であった。

地図からオーストラリアは南半球にあることとは理解できているが、南半球は日本と季節

が逆であることの読み取りは難しかったようである。また無答も多かった。 
「日本の姿と地形」については、全体的に一応できていた。特に都道府県や地方の位置

については、資料をもとにした正しい判断が十分にできていた。しかし地形図を読み取る

問題では、等高線と縮尺の読み取りについて、資料をもとにした正しい判断がやや不十分

であった。 

社会－16
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「世界と比べた日本の地域的特色」について、日本の人口の変化を、資料をもとにして

正しく判断する問題については、十分にできていた。日本の気象災害について正しく理解

し適切に判断することがやや不十分であった。やませが風水害をまねくと誤解している傾

向が見られた。日本の電力構成について正しく理解し、資料を適切に読み取ることができ

るかを問う問題はやや不十分であった。 
「日本の諸地域」では、自然環境を中核に九州地方を、歴史的背景を中核に北海道地方

を取り上げ、自然環境と歴史的背景の視点で様々な資料をもとに考察し、正しく判断し、

理解しているかを見ることをねらいとして出題した。 
「自然環境を中核とした九州地方」では、九州地方の自然の特色を、資料を読み取り判

断する問題だったが、「シラス」と「カルデラ」を誤解している傾向が見られた。「歴史的

背景を中核とした北海道地方」では、北海道の雨温図について資料を読み取り、正しく判

断する問題は一応できていたが、日本海側の気候と誤解した生徒が 11％いた。 
全体を通して、基礎的な知識は定着しており、基本的な統計資料を読み取る力について

も定着していると思われる。しかし、雨温図の読み取りや、国や都道府県の位置、地形な

どを理解して解答する問題のように、様々な知識を結びつけて答える問題力はやや不十分

といえる。地理的分野の授業では、自然環境をベースに置き、地域の生活が成り立ってい

ることを理解させながら、様々な事象を関連付けさせ、授業を展開することが必要となっ

てくる。そして複数の資料を読み取りながら、判断する力を育てる機会を増やしていくこ

とが大切であると考える。 
 

    ③第３学年 
産業を中核について「中部地方」を取り上げ、地域ごとの産業の特色を正しく判断し、

理解しているかをみることをねらいとして出題した。全体的には一応の理解はできていた。 
問８の（イ）は２つの資料を合わせて判断する問題であったが、出荷額の少ない選択肢

を選ぶ割合が高かった。（エ）の３つの資料を合わせて判断する問題は一応の理解はできて

いた。 

他地域の結びつきを中核として「中国・四国地方」を取り上げ、地域ごとの特色を正し

く判断し、理解しているかをみることをねらいとして出題した。問９の（イ）の瀬戸内気

候の特色の理解はやや不十分で、山陰・南四国との違いを資料や生活の違いから理解する

必要がある。 

（ウ）の本州四国連絡橋の位置は一応理解できていたが、知識としてだけでなく、地図

を用いて理解する必要がある。「身近な地域の調査」については、同一地区の過去と最近の

地形図の変化を読み取る技能や考察する力をみることをねらいとして出題した。２つの地

形図の比較で地図記号の読み取りや土地利用の変化を読み取る問題は一応理解できていた。

今後は何度も地形図を用いて資料を読み取る力を育てていくことが大切である。  

 

  （３）公民的分野 
「人間を尊重する日本国憲法」について、憲法改正の手続きや憲法の三つの原理、基本

的人権や国民の義務について、資料を活用し、正しく判断し、理解しているかをみること

をねらいとして出題した。（ア）の憲法改正の手続きと（エ）の自己決定権の資料の読み取

り、（オ）の国民の義務については十分できていた。しかし、（カ）の社会権の労働者の権

利を資料から読み取る問題では、やや不十分であった。（ウ）の事例をみて生命・身体の自

由を答えさせる問題では、６％が請願権と答えていた。 
「日本の民主政治」については、法律の制定、衆議院議員選挙のしくみと課題、国会の
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種類と意味、内閣の仕事について正しく理解しているかをみることをねらいとした。（イ）

の衆議院議員選挙の理解は、十分にできていた。（ア）では、内閣総理大臣が法律を公布す

るという間違えが見られた。（オ）の一票の格差の読み取りは、一票の価値でどちらが大き

いのかの区別が難しかった。（ウ）の内閣の仕事は、法律の制定と間違える生徒が多かった。

国会と内閣の仕事の違いを確認することが必要である。 
「司法権の独立と裁判」について、（ウ）の論述以外は全体的に一応の理解はみられた。

（ウ）の論述では、指定された語句を使用しているが、内容が違っていたり、意味が通ら

ない論述が多くあったりと、自分の言葉で表現することが難しかった。（ア）の三権分立の

しくみについて、一応理解はできたが、国政調査権を選択している生徒が多く、国会と裁

判所の関係を理解させる必要がある。（エ）の裁判員裁判を答えさせる問題では、14％が被

害者参加制度と答えていた。 
全体を通して、基本的な知識は身に付けているが、資料の読み取りから判断して社会権

を答える問題は正答率が約50％で、具体的な内容から判断することが今後の課題である｡

また既習知識を使って自分の考え方を表現することを、どの単元でも繰り返し、表現する

機会をさらに増やすことで、思考力や表現力を高めていく必要があると考える。 

 
３．指導にあたって 
 
  （１）知識・技能を問う問題について 

 歴史的分野については、「鎌倉時代の文化」「分国法」など、複数の資料から知識を問う問

題の理解が不十分であった。昨年度と同様に世界史に関わる問題の正答率が全体として低い

傾向がある。また３年生は、近現代史の知識を問う問題の理解が不十分であった。普段の授

業で、複数の資料から情報を読み取り事象を関連付ける授業を展開する必要がある。近現代

史については、日本だけでなく、常に世界の歴史とのつながりを意識した授業を展開したい。 
 地理的分野については、経年変化を見るために１年生で毎年出題されている緯度・経度の

読み取りの問題の正答率は、27 年度は 36％、28 年度は 43％、29 年度は 52％、30 年度は 31％

と昨年度と比較して 20％以上も減少していた。特に西経と東経を間違えて認識している誤答

が多かった。緯度・経度の仕組みを覚えさせるだけでなく、地図帳や地球儀を使って繰り返

し内容の理解に努める必要がある。３年生で出題されている地形図は、全体的に一応の理解

が見られた。普段の授業で、地形図を積極的に活用している授業の成果が出ている。さらに

継続して指導していきたい。 
     公民的分野については、全体的に一応の理解が見られた。「社会権」を問う問題では、「請

求権」との識別が不十分な生徒が目立った。基本的人権については、様々な事例を通して、

確実に内容を理解できるように指導していきたい。 
 
 
  （２）思考・判断・表現を問う問題について 

  歴史的分野については、１年生の「古代・中世の文化」、３年生の「第二次世界大戦まで

の国際関係」についての理解が不十分であった。特に、世界の近現代の理解が不十分であっ

た。歴史の大きな流れをとらえる授業によって、「思考・判断・表現」の正答率は改善するこ

とができているが、まだ理解はやや不十分である。近現代についても世界の歴史とのつなが

りを意識させ、授業を展開していきたい。 
 地理的分野については、２年生の南半球の雨温図を読み取るものについて経年変化を見る

ために毎年出題している。正答率は、27 年度は 49%、28 年度は 39%、29 年度は 43%、30 年

度は 21%と昨年度と比較して、20%以上の低下が見られた。北半球と南半球で季節が逆にな
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ることの理解が不十分であるので、ICT を活用し、写真などの視覚的な資料を通して、生徒

の理解が深まる学習活動を展開していきたい。 
公民的分野については、全体的に一応の理解が見られた。「三審制」の理由を問う問題では、 

言葉の意味を知っていても、自分の言葉で説明できていない傾向が見られた。普段の授業 
から、言語活動をより丁寧に組み込んでいきたい。 
 

     
４．授業改善に向けて 
 現行学習指導要領の課題として、「課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた授業が十分

に行われていないこと」「近現代に関する学習の定着状況が低い傾向にあること」があげられている。

今回のテストの結果からも、どの学年においても全ての分野で知識・技能よりも思考・判断・表現の

観点の正答率が低い傾向にあった。また、近現代の分野での正答率が低い傾向にある。このことから

も、新学習指導要領で求められている、課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた授業を展

開することが重要である。 

 地理的分野に関しては、経年変化を見るために時差と北半球と南半球の季節の違いを問う問題を出

題しているが、今年度は正答率が大きく減少していた。地球儀や地図などを使い、繰り返し授業で取

り組み確実に定着できるようにしていきたい。 

 近現代史に関しては、日本だけでなく、世界の歴史とのつながりを意識させた授業を展開していく

ことが大切である。常に世界の中の日本という視点を持ち授業を構想することが求められる。その時

に単元をつらぬく課題を意識して、大きな流れの中で毎時間の授業に取り組んでいきたい。 

 公民的分野に関しては、主権者として、持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識の涵養やより

よい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度の育成を目指した授業に取り組んでい

きたい。政治を自分のこととして考えられるように、時事的な内容も取り扱い、主権者意識を高めら

れる実践が求められる。 

 新学習指導要領で求められている「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進が

社会科の授業でも求められている。主体的な学びについては、児童生徒が学習課題を把握しその解決へ

の見通しを持つことが必要である。そのためには、単元等を通した学習過程の中で動機付けや方向付

けを重視するとともに、学習内容や学習活動に応じた振り返りの場面を設定し、児童生徒の表現を促

すようにすることなどが重要である。 
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